
概 要：線状降水帯の予測精度向上のため、観測・予測の強化を実施し、令和４年６月１日から、線状降水帯の発生可
能性の半日程度前からの呼びかけを開始した。７月の大雨において、線状降水帯の発生可能性について呼び
かけを行い、防災関係機関や地域住民へ警戒を促した。

対 策 名：113線状降水帯の予測精度向上等の防災気象情報の高度化対策
府省庁名：国土交通省

 実施主体：気象庁

 実施場所：全国

 事業概要：線状降水帯の予測精度向上のため、
水蒸気観測機器の整備、関係機関と連携した集
中観測、予測技術開発等を実施した。

５か年加速化対策

災害時の効果発揮事例
線状降水帯の発生可能性に関する半日前からの呼びかけの開始

 効 果：
令和４年６月１日から、線状降水帯による大雨発生の可

能性の半日程度前からの呼びかけを開始した。
７月の大雨や台風第14号の接近時等において、実際に

線状降水帯による大雨発生の可能性について呼びかけ、
自治体等防災関係機関へ警戒を促した。また、報道機関
を通じて地域住民にも効果的に周知された。

7月19日03時40分 １時間降水量

線状降水帯

＜事前の呼びかけの内容＞ ＜実際の降水の状況（線状降水帯が発生）＞

7月18日16時46分発表 気象情報 （気象庁ホームページ）


